
戦
国
の
こ
ろ
、
連
歌
は
武
将
の
間
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
九
州
で
は
宗
祇
の
西
遊
の
影
響
も
あ
り
、
太
宰
府
天
満
宮
を

中
心
に
連
歌
が
栄
え
た
。
肥
後
だ
け
を
見
て
も
、
菊
池
重
朝
の
隈
府

で
の
一
日
一
万
句
張
行
（
文
明
一
三
年
・
一
四
八
一
）
、
相
良
為
続
の

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
入
集
（
明
応
四
年
・
一
四
九
五
）
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
る
。

戦
国
時
代
末
期
か
ら
安
士
桃
山
時
代
に
な
る
と
、
当
時
指
導
的
役

割
を
担
っ
て
い
た
連
歌
師
紹
巴
を
中
心
と
し
て
連
歌
は
最
盛
期
を
迎

え
る
。
こ
の
時
代
の
武
将
の
中
で
は
、
明
智
光
秀
や
細
川
藤
孝
（
幽

②
 

斎
・
玄
旨
）
な
ど
は
連
歌
巧
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
米
田
家
文

書
」
に
、
藤
孝
・
紹
巴
・
昌
叱
な
ど
が
同
座
し
た
「
賦
山
何
連
歌
」

「
賦
何
人
連
歌
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。

九
州
で
は
連
歌
好
き
と
し
て
、
島
津
義
久
、
島
津
中
書
家
久
や
上

井
覚
兼
、
黒
田
孝
高
（
如
水
）
な
ど
が
い
た
。
肥
後
を
見
る
と
、
太

は
じ
め
に

肥
後
の
連
歌
師
桜
井
素
丹

宰
府
天
満
宮
の
連
歌
屋
中
興
に
貢
献
し
た
木
山
赤
井
城
主
木
山
惟
久

（
紹
宅
）
と
そ
の
子
紹
印
、
島
津
義
久
の
た
め
に
一
万
句
典
行
を
し

た
相
良
忠
房
、
名
和
氏
の
一
族
で
、
後
に
加
藤
清
正
に
仕
え
、
連
歌

の
指
導
者
と
な
り
、
加
藤
正
方
（
風
庵
）
や
、
ひ
い
て
は
西
山
宗
因

に
も
直
接
・
間
接
の
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
加
悦
式
部
少
輔
入

道
素
丹
（
桜
井
素
丹
）
な
ど
が
い
た
。

⑪

④

 

『
続
撰
清
正
記
』
や
『
清
正
勲
績
考
』
で
は
、
素
丹
を
「
九
州
に
隠

れ
も
な
き
歌
道
を
心
得
た
る
老
翁
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現

在
知
ら
れ
て
い
る
素
丹
の
作
品
や
著
述
は
多
く
な
い
。
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
、
紹
巴
や
島
津
中
書
家
久
と
京
で
同
座
し
た
い
く
つ

か
の
連
歌
、
『
連
班
紹
巴
千
句
註
』
（
後
述
）
の
跛
お
よ
び
注
、
大

阪
天
満
宮
文
庫
蔵
の
『
素
丹
発
句
』
（
後
述
）
、
隈
本
新
城
築
城
の

お
り
に
加
藤
清
正
に
捧
げ
た
祝
賀
狂
歌
、
清
正
一
周
忌
の
追
善
連
歌

（
後
述
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
肥
後
の
連
歌
に
つ
い
て
の
史

料
・
文
献
や
研
究
は
少
な
く
、
特
に
桜
井
素
丹
を
単
独
に
取
り
上
げ

て
い
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

大

石

隆
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『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
平
成
七
）
の
「
素
丹
」
の
項
に

次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

連
歌
師
。
生
没
年
未
詳
。
慶
長
一
四
（
一
六

0
九
）
九
月
二
五

日
ま
で
は
生
存
。
八

0
歳
春
ま
で
は
生
存
。
桜
井
氏
。
加
悦
式

部
少
輔
入
道
。
肥
後
国
宇
士
田
平
城
代
加
悦
大
和
入
道
素
心
の

一
族
か
。
同
国
八
代
住
。
加
藤
清
正
に
仕
え
、
家
臣
の
多
く
に

も
連
歌
を
指
導
し
た
。
（
中
略
）
天
正
三
(
-
五
七
五
）
四
月
の

家
久
の
上
洛
に
同
行
し
、
五
月
・
六
月
の
連
歌
会
に
紹
巴
ら
と

桜
井
素
丹
に
つ
い
て

国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
文
学
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
見
る
と
、

⑮
 

素
丹
に
つ
い
て
の
研
究
文
献
は
、
棚
町
知
弥
氏
に
よ
る
『
素
丹
発
句
』

⑪
 

の
翻
刻
、
長
谷
川
千
尋
氏
に
よ
る
『
称
名
院
追
善
千
句
注
』
の
解
題

の
二
編
で
あ
る
。
そ
の
他
、
西
山
宗
因
関
係
の
文
献
な
ど
に
素
丹
の

m
 

名
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
野
間
光
辰
「
宗
因
と
正
方
」
に
、
加

藤
清
正
時
代
の
連
歌
指
導
者
と
し
て
桜
井
素
丹
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。こ

れ
ま
で
、
熊
本
の
人
々
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
戦

国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
肥
後
の
連
歌
師

桜
井
素
丹
を
、
限
ら
れ
た
文
献
を
基
と
し
て
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
り

な
が
ら
紹
介
を
し
て
い
き
た
い
。

同
座
（
下
略
）

こ
れ
ら
の
記
述
に
は
、
二
三
、
疑
問
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述

す
る
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
素
丹
の
生
涯
と
業
績
を
た
ど
っ
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

素
丹
の
出
自
は
文
献
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、
名
和
氏
の
一
族

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

南
北
朝
時
代
、
伯
者
の
豪
族
名
和
長
年
は
元
弘
の
乱
(
-
三
三
一

S
)
の
時
、
そ
の
子
義
高
と
と
も
に
南
朝
に
忠
勤
を
励
ん
だ
。
建
武

元
年
(
-
三
三
四
）
、
義
高
は
そ
の
功
に
よ
り
肥
後
八
代
荘
の
地
頭
に

任
ぜ
ら
れ
た
。
正
平
一
三
年
(
-
三
五
八
）
、
義
高
の
子
顕
興
は
八
代

へ
移
住
し
、
伯
者
、
村
上
氏
を
名
乗
り
八
代
古
麓
城
に
拠
っ
た
。
文

明
一
六
年
(
-
四
八
四
）
武
顕
の
代
、
古
麓
城
を
相
良
為
続
に
よ
っ

て
陥
さ
れ
た
。
一
時
八
代
を
回
復
し
た
が
、
結
局
名
和
氏
は
菊
池
氏

の
一
族
宇
土
氏
を
宇
土
か
ら
追
放
し
て
宇
土
城
に
入
り
、
宇
土
氏
を

名
乗
っ
た
。
顕
孝
の
時
代
、
天
正
一
六
年
(
-
五
八
八
）
に
秀
吉
に

よ
り
領
地
を
没
収
さ
れ
、
宇
士
城
は
加
藤
清
正
が
在
番
し
た
。
後
に

宇
士
は
小
西
行
長
、
次
い
で
慶
長
六
年
（
ニ
ハ

0
0
)
か
ら
は
清
正

⑧
 

が
支
配
し
た
。
森
本
一
瑞
「
古
城
考
」
に
、

宇
士
古
城
（
前
略
）
文
明
年
中
(
-
四
六
九

S
八
七
）
、
村
上
弾

正
大
弼
武
顕
、
八
代
麓
城
を
相
良
三
郎
為
継
に
譲
り
て
、
当
城

に
主
た
り
、
（
中
略
）
天
正
十
五
年
(
-
五
八
七
）
、
秀
吉
公
征

西
の
日
、
伯
者
顕
孝
も
本
領
安
堵
せ
し
が
、
一
揆
起
つ
て
（
い
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わ
ゆ
る
国
衆
一
揆
）
隈
本
を
攻
め
し
後
、
一
揆
に
不
与
由
を
、

大
坂
に
至
り
て
謝
す
る
処
、
顕
孝
が
養
子
悪
四
郎
顕
輝
、
顕
孝

留
守
に
逆
意
し
て
、
宇
土
の
城
に
楯
籠
る
、
秀
吉
公
之
れ
に
依

り
憤
り
深
く
、
顕
孝
が
所
領
を
没
収
し
、
近
国
の
将
に
命
じ
て
、

顕
輝
を
攻
め
し
む
、
顕
輝
防
戦
力
尽
き
、
走
り
て
薩
州
出
水
に

隠
る
（
下
略
）

ま
た
、
同
書
別
の
節
に

（
宇
土
郡
の
）
田
平
古
城
網
田
村
の
内
田
平
村
海
辺
に
あ
り
、

（
中
略
）
顕
孝
の
時
に
は
、
家
臣
加
悦
大
和
入
道
素
心
を
し
て
、

当
城
を
守
ら
し
む
（
後
略
）

と
あ
る
。
加
悦
式
部
入
道
素
丹
（
桜
井
素
丹
）
は
、
こ
の
素
心
の
縁

⑲
 

者
と
思
わ
れ
る
。
加
悦
氏
は
村
上
源
氏
名
和
氏
の
一
族
で
、
丹
後
国

与
謝
郡
加
悦
荘
発
祥
と
い
う
。

素
丹
の
生
没
年
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
素
丹
の

経
歴
に
年
齢
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
生
ま
れ
た

年
に
つ
い
て
―
つ
の
仮
説
を
考
え
て
見
た
い
。

前
述
の
『
素
丹
発
句
』
の
各
句
の
前
書
を
見
る
と
、
春
の
部
に

「
七
十
九
歳
に
て
」
「
八
十
歳
に
て
」
と
あ
る
句
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

句
の
間
に
「
ひ
つ
し
の
と
し
」
と
い
う
前
書
の
あ
る
句
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
素
丹
が
七
十
九
歳
ま
た
は
八
十
歳
の
時
が
「
ひ
つ
し
の

と
し
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
発
句
集

は
他
の
前
書
か
ら
考
え
て
、
加
藤
清
正
の
死
（
慶
長
一
六
年
・
一
六

四
一
歳

四
八
歳

二
三
歳

誕
生
し
た
の
は
戦
国
時
代
の
た
だ
中
、
動
乱
の
時
代
で
あ
る
。

十
六
歳
豊
福
を
め
ぐ
っ
て
名
和
氏
と
相
良
氏
の
抗
争
。
鉄
砲
伝

来
（
天
文
―
二
年
）

大
友
宗
麟
、
肥
後
に
侵
入
、
宇
土
城
を
攻
め
る
（
天
文

二
0
年）

ニ
四
歳

-
）
直
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
。
そ
の
頃
の
末
の
年
を

調
べ
て
み
る
と
、
①
文
禄
四
年
乙
未
(
-
五
九
五
）
・
②
慶
長
十
二
年

丁
未
（
一
六

0
七
）
で
あ
る
。
素
丹
は
慶
長
一
七
年
、
清
正
の
一
周

⑩
 

忌
に
追
善
連
歌
を
慶
純
と
両
吟
し
て
い
る
（
後
述
）
。
仮
に
「
ひ
つ
し

の
と
し
」
に
八
十
歳
だ
っ
た
と
し
て
、
清
正
の
死
の
と
き
の
年
齢
を

当
て
は
め
て
み
る
と
、
①
で
は
九
六
歳
、
②
で
は
八
四
歳
と
な
る
。

①
は
前
書
か
ら
い
っ
て
考
え
に
く
い
か
ら
、
「
ひ
つ
し
の
と
し
」
は
慶

長
十
二
年
丁
未
、
清
正
の
死
の
と
き
素
丹
は
八
四
歳
。
現
在
知
ら
れ

て
い
る
最
後
の
作
品
、
追
善
連
歌
両
吟
の
と
き
は
八
五
歳
。
生
年
は

享
禄
元
年
(
-
五
二
八
）
と
な
る
。

こ
の
仮
定
に
従
っ
て
素
丹
の
生
涯
を
試
み
に
年
譜
風
に
ま
と
め
て

み
る
。

小
野
・
豊
福
を
争
う
相
良
・
名
和
の
和
平
成
立
。
桶
狭

間
の
戦
い
（
永
禄
三
年
）

織
田
信
長
、
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
入
京
（
永
禄
―
一
年
）

素
丹
は
京
に
あ
っ
て
、
紹
巴
•
島
津
中
書
家
久
な
ど
と
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六
一
歳

六
0
歳

五
八
歳

五
三
歳

五
四
歳

五
五
歳

五
六
歳

共
に
連
歌
の
席
を
囲
ん
だ
、
こ
の
折
り
に
紹
巴
か
ら
称

名
院
追
善
独
吟
千
句
の
講
釈
を
受
け
る
（
天
正
三
年
）

島
津
軍
矢
崎
城
を
陥
す
、
網
田
城
落
城
（
天
正
八
年
）

響
ヶ
原
の
合
戦
、
相
良
義
陽
敗
死
（
天
正
九
年
）

本
能
寺
の
変
（
天
正
一

0
年）

島
津
義
久
、
八
代
を
直
轄
地
に
す
る
。
こ
れ
よ
り
天
正

一
四
年
ま
で
肥
後
は
島
津
に
支
配
さ
れ
る
。
宇
土
（
名

和
）
氏
は
島
津
氏
に
従
属
し
た
。
賤
ケ
岳
の
合
戦
（
天

正
―
一
年
）

素
丹
、
薩
摩
の
知
人
（
上
井
覚
兼
ま
た
は
川
上
久
隅
か
）

か
ら
「
紹
巴
千
句
之
註
本
」
を
借
り
て
写
す
（
天
正
一

三
年
）

秀
吉
九
州
征
討
。
島
津
義
久
降
伏
。
清
正
一
時
宇
士
城

番
と
な
る
。
佐
々
成
政
肥
後
一
国
の
朱
印
状
を
受
け
、

熊
本
城
に
入
る
。
国
衆
一
揆
起
こ
る
。
こ
の
年
の
―
二

月
ま
で
に
、
素
丹
は
借
り
写
し
た
「
紹
巴
千
句
之
註
本
」

に
自
身
の
注
を
加
え
『
連
歌
紹
巴
千
句
註
』
を
完
成
さ

せ
る
（
天
正
一
五
年
）

宇
士
顕
孝
は
一
揆
に
加
担
し
な
か
っ
た
が
、
顕
孝
留
守

中
弟
の
顕
輝
が
反
逆
し
、
宇
士
城
は
攻
め
ら
れ
陥
落
。

領
地
没
収
さ
れ
、
宇
士
名
和
氏
権
力
を
失
う
。
佐
々
成

政
切
腹
。
肥
後
は
二
分
さ
れ
小
西
行
長
・
加
藤
清
正
に

素
丹
が
ど
う
い
う
経
緯
で
連
歌
師
と
し
て
清
正
に
仕
え
る
よ
う
に

な
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
宇
士
名
和
氏
が
権
力
を
失
い
、
清
正
が
宇

土
城
の
城
番
と
な
っ
た
こ
ろ
、
な
ん
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
名
和
氏
元
家
臣
の
幾
人
か
が
清
正
に
新
し
く
抱
え
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
『
肥
後
加
藤
侯
分
限
帳
』
（
青
潮
社
、
昭
和
六
二
）
を

み
る
と
、
嘉
（
加
）
悦
姓
の
加
藤
家
臣
が
何
人
か
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

。
蝕

"3加
悦
家
文
書
の
中
に
、
加
悦
平
馬
に
知
行
を
与
え
た
加
藤
忠
広
と
細

川
忠
利
の
判
物
が
あ
る
。

八
0
歳

八
四
歳

八
五
歳

七
六
歳

七
一
歳

七
三
歳

七
四
歳

六
五
歳

与
え
ら
れ
る
。
宇
土
は
小
西
の
支
配
（
天
正
一
六
年
）

秀
吉
の
朝
鮮
侵
攻
が
始
ま
る
。
こ
の
こ
ろ
素
丹
は
清
正

の
支
配
す
る
側
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
文
禄
元
年
）

秀
吉
没
（
慶
長
三
年
）

関
ヶ
原
の
合
戦
、
清
正
肥
後
一
国
支
配
（
慶
長
五
年
）

清
正
隈
本
新
城
の
造
築
に
と
り
か
か
る
。
素
丹
清
正
に

祝
賀
の
狂
歌
を
捧
げ
る
（
慶
長
六
年
）

徳
川
家
康
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
江
戸
幕
府
始

ま
る
（
慶
長
八
年
）

新
城
完
成
、
隈
本
を
熊
本
と
改
め
る
（
慶
長
―
二
年
）

清
正
没
（
慶
長
一
六
）

清
正
一
周
忌
に
あ
た
り
「
浄
池
院
殿
様
御
追
善
」
連
歌

を
慶
純
と
両
吟
す
る
（
慶
長
一
七
年
）
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『
俳
文
学
大
辞
典
』
や
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
に
、
素

丹
が
肥
後
八
代
に
住
ん
だ
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
素
丹
発
句
』
の
原
表

紙
に
あ
る
「
肥
後
国
熊
本
八
代
之
住
人
卜
見
ユ
」
と
の
注
記
に
依
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
管
見
に
入
っ
た
文
献
で
は
八
代
に
定

住
し
た
痕
跡
は
読
み
取
れ
な
い
。

八
代
は
、
天
正
一

0
年
頃
ま
で
は
相
良
が
支
配
、
そ
れ
以
降
天
正

一
四
年
ま
で
島
津
の
勢
力
範
囲
に
あ
っ
た
。
宇
土
（
名
和
）
家
の
家

臣
で
あ
る
素
丹
が
八
代
に
定
住
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま

た
秀
吉
の
九
州
征
討
以
降
慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)
ま
で
は
小
西
行

長
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
清
正
勲
績
考
』
や
、
『
素

丹
発
句
』
の
前
書
な
ど
か
ら
推
察
し
て
、
名
和
氏
崩
壊
後
は
熊
本
に

住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
八
代
に
住
ん
だ
と
す
る
と
、
清

正
肥
後
一
国
支
配
後
だ
が
、
各
書
の
記
述
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
や
は

り
熊
本
に
住
み
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
時
は
高
瀬
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
後
述
）
。

た
だ
し
、
『
素
丹
発
句
』
に
「
於
八
代
小
路
」
と
い
う
前
書
の
句
が

あ
る
の
で
、
八
代
を
訪
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
八
代
に
関

係
の
あ
る
前
書
は
こ
れ
一
か
所
で
あ
る
。
『
素
丹
発
句
』
の
他
の
前
書

に
は
宇
土
近
辺
・
熊
本
・
高
瀬
な
ど
に
関
係
の
あ
る
人
名
・
地
名
・

寺
社
名
等
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ほ
か
に
「
八
代
住
」
を
証
拠
づ
け
る

文
献
は
ま
だ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

素
丹
の
没
年
は
不
明
だ
が
、
清
正
の
死
の
翌
年
、
慶
長
―
二
年
（
一

六
．
―
二
）
六
月
ま
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

素
丹
が
「
桜
井
素
丹
」
の
名
称
で
現
れ
る
文
献
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

四

古
い
も
の
と
し
て
、
渡
辺
玄
察
の
『
拾
集
物
語
』
に
、
玄
察
の
祖
父

の
昔
語
り
と
し
て
、
隈
本
新
城
築
城
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
「
桜
井
素
丹
」

が
登
場
す
る
（
後
述
）
。
ま
た
、
『
素
丹
発
句
』
の
墨
付
第
一
丁
表
に

「
肥
州
之
人
／
加
悦
式
部
少
輔
入
道
／
桜
井
素
丹
」
の
貼
紙
が
あ
る

が
、
貼
付
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

結
局
、
素
丹
は
桜
井
を
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
な
ぜ
名
乗
っ
た
の
か
は
、

今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
加
藤
家
で
連
歌
師
と
し
て
仕
え
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
家
久
君
上
京
日
記
』
と
素
丹

い
ま
ま
で
管
見
に
入
っ
た
文
献
で
素
丹
の
名
が
初
め
て
現
れ
る
の

⑬
 

は
『
家
久
君
上
京
日
記
』
で
あ
る
。

⑯
 

同
日
記
は
薩
摩
の
島
津
中
書
家
久
が
、
太
主
（
島
津
義
久
）
の
薩

摩
・
大
隅
・
日
向
の
三
州
の
治
定
は
「
一
篇
に
御
神
慮
の
徳
無
疑
故
、

大
神
宮
・
愛
宕
山
其
外
諸
仏
諸
神
」
に
参
詣
の
た
め
、
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
京
都
・
伊
勢
な
ど
を
訪

れ
た
と
き
の
旅
日
記
で
あ
る
。
二
月
二
十
日
串
木
野
出
発
。
四
月
二

一
日
京
の
紹
巴
の
と
こ
ろ
に
立
ち
入
っ
て
い
る
。

『
俳
文
学
大
辞
典
』
・
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
害
店
）
な
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ど
に
、
素
丹
が
そ
の
旅
に
「
同
行
」
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
『
家
久

君
上
京

H
記
』
を
読
む
限
り
、
は
じ
め
か
ら
こ
の
旅
に
同
行
し
た
形

跡
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
同
時
期
に
上
洛
し
て
い
た
素
丹
に
、

紹
巴
の
と
こ
ろ
で
た
ま
た
ま
出
会
い
、
そ
れ
か
ら
と
き
ど
き
、
紹
巴

等
を
交
え
て
行
動
を
共
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
日
記
に
素
丹
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
四
月
二
八
日
の
記
事

で
あ
る
。

の
こ
と
く

一
、
廿
八
日
、
上
総
殿
（
織
田
信
長
）
美
野
（
濃
）

打
帰
候
、
人
数
よ
そ
な
か
ら
見
物
、
そ
れ
よ
り
紹
巴
．
昌
叱
．

肥
後
の
う
（
宇
）
土
殿
・
加
悦
式
部
太
輔
・
北
野
大
炊
介
と

い
へ
る
人
同
心
に
て
、
こ
A

か
し
こ
一
見
、
（
以
下
略
）

と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
肥
後
の
う
士
殿
」
は
、
当
時
の
宇
士
城
主

（
宇
土
）
顕
孝
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
降
の
記
述
か
ら

見
て
、
「
肥
後
の
宇
士
殿
の
家
中
で
あ
る
加
悦
式
部
太
輔
と
北
野
大

炊
介
」
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
上
洛
中
二
人
は
紹
巴
の
「
称

名
院
追
善
千
句
」
の
講
釈
を
聴
聞
す
る
。

こ
の
日
記
に
は
、
素
丹
が
北
野
大
炊
介
行
豊
と
と
も
に
し
ば
し
ば

連
歌
の
連
衆
と
し
て
登
場
す
る
。
中
に
は
素
丹
・
行
豊
が
興
行
者
と

な
っ
た
連
歌
の
席
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
連
歌
の
ほ
と
ん
ど
は
『
連
歌

総
目
録
』
（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
）
に
要
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
五
月
一
六
日
、
江
州
石
山
世
尊
院
景
恵
が
典
行
者
と

⑮
 

な
っ
た
百
韻
が
、
『
雑
花
錦
語
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
初
表

だ
け
を
抜
き
書
き
し
て
お
く
。
は
じ
め
の
二
行
は
『
雑
花
錦
語
集
』

の
編
者
の
注
書
で
あ
る
。

桜
井
素
丹
自
筆
之
巻
物
を
以
写
之

自
天
正
三
乙
亥
至
明
和
九
壬
辰
百
九
十
九
年

天
正
三
年
五
月
十
六
日

江
州
石
山
世
尊
院
ニ
テ
興
行

賦
何
人
連
歌

谷

嶺

の

庭

も

ひ

と

つ

の

泉

哉

紹

巴

五

月

雨

睛

る

雲

の

を

ち

こ

ち

景

恵

タ

間

暮

月

に

蛍

の

か

け

澄

て

家

久

む
し
の
音
し
け
き
道
の
草
／
＼
景
初

秋
風
も
静
か
に
成
て
わ
く
る
野
に
素
丹

霧

の

ひ

ま

／

＼

見

ゆ

る

白

露

光

久

簾
ま
く
か
た
へ
に
竹
の
な
ひ
き
合
，
行
豊

軒
端
に
ち
か
き
鳥
の
こ
ゑ
／
＼
包
道

こ
の
連
歌
は
大
阪
天
満
宮
に
も
写
本
と
し
て
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

天
満
宮
の
も
の
に
は
句
上
が
な
い
。
し
か
し
『
雑
花
錦
語
集
』
の
も

の
に
は
連
衆
の
通
称
な
ど
の
わ
か
る
句
上
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
景
例
は
山
岡
道
阿
舎
弟
、
包
道
は
山
路
源
介
、
祐
正
は
長
野

下
総
守
、
正
親
は
和
田
玄
蕃
允
な
ど
と
記
し
て
あ
る
。
素
丹
は
桜
井

右
近
入
道
と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
「
右
近
入
道
」
は
こ
こ
が
初
見
で
他

に
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
加
藤
時
代
の
筆
写
と
考
え
ら
れ
る
の
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で
、
こ
の
連
歌
が
作
ら
れ
た
当
時
、
素
丹
が
桜
井
を
名
乗
っ
て
い
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
句
上
の
記
事
は
連
歌
史
研
究
の
参
考
資
料

『
連
歌
紹
巴
千
句
註
』
と
素
丹

⑯
 

永
禄
六
年
(
-
五
六
三
）
、
紹
巴
の
古
典
学
の
師
で
あ
っ
た
三
条
西

公
条
が
亡
く
な
る
。
．
そ
の
お
り
、
紹
巴
は
「
称
名
院
殿
二
七
日
御
追

善
」
の
千
句
を
捧
げ
る
。
天
正
三
年
(
-
五
七
五
）
四
月
二
七
日
か

ら
五
月
一
九
日
に
か
け
て
、
京
に
お
い
て
紹
巴
は
弟
子
た
ち
に
そ
の

千
句
の
講
釈
を
行
う
。
そ
の
と
き
上
洛
し
て
い
た
素
丹
は
そ
れ
を
聴

聞
し
て
い
る
（
前
章
参
照
）
。
天
正
八
年
(
-
五
八

0
)
秋
、
紹
巴
は

仰

武
蔵
国
忍
の
「
成
田
左
金
吾
泰
親
」
の
要
請
に
よ
り
、
そ
の
千
句
に

京
で
の
講
釈
の
草
稿
を
基
と
し
た
と
思
わ
れ
る
自
注
を
書
き
加
え
て

贈
る
（
『
連
歌
紹
巴
千
句
註
』
の
紹
巴
の
跛
に
よ
る
）
。
そ
の
紹
巴
自

注
本
の
写
本
の
本
文
の
中
に
、
さ
ら
に
素
丹
の
注
が
朱
書
で
挿
入
さ

れ
た
も
の
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
連
歌
紹
巴
千
句
註
』
で
あ
る
。
こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
写
本
だ
が
、
そ
の
筆
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
稿
者

が
用
い
た
の
は
そ
の
書
陵
部
本
の
モ
ノ
ク
ロ
コ
ピ
ー
で
あ
る
。

こ
の
書
に
あ
る
素
丹
の
跛
に
（
読
点
稿
者
）
、

6
0
 。

天
正
三
[
乙
亥
]
年
ヽ
北
大
炊
大
夫
行
豊
同
口
（
前
ヵ
）
に
在

洛
の
刻
、
此
千
句
聴
聞
大
望
の
よ
し
申
侍
る
に
、
紹
巴
、
け
に

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

／
＼
連
歌
の
得
心
は
千
句
に
ハ
し
か
し
と
て
、
則
正
本
か
し
給

り
、
か
つ
／
＼
書
う
つ
し
、
卯
月
廿
七
日
よ
り
五
月
十
九
日
に

至
り
講
釈
あ
り
、
此
序
に
三
句
め
・
同
意
・
輪
廻
・
指
合
等
の

沙
汰
、
く
ハ
し
く
尋
侍
り
、
行
豊
同
聴
を
便
と
し
て
、
心
の
及

聞
書
等
を
な
し
、
秘
蔵
せ
し
め
畢
、
然
口
巴
翁
自
注
、
お
と
A

し
薩
州
へ
来
る
を
、
口
（
或
力
）
人
書
と
A

め
ら
れ
し
を
、
や

う
／
＼
懇
望
を
以
写
し
侍
り
、
予
の
聞
書
ハ
作
意
あ
ら
ハ
な
る

所
を
も
、
忘
却
の
た
め
こ
ま
か
に
し
る
し
ぬ
、
別
書
む
つ
か
し

け
れ
ハ
、
本
注
の
つ
き
に
書
つ
A

け
己
の
た
め
と
す
、
他
見
す

ま
し
き
の
ミ

天

正

十

五

年

[

丁

亥

]

年

服

月

日

素

丹

と
あ
る
。
こ
の
「
紹
巴
自
注
」
を
素
丹
が
「
或
人
」
に
借
用
し
て
筆

91 

写
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
参
考
に
な
る
文
献
が
あ
る
。
『
上
井
覚
兼

日
記
』
天
正
―
二
年
―
二
月
四
日
の
記
事
に
、

此
日
、
川
上
上
州
（
久
隅
）
、
紹
巴
千
句
之
註
本
持
た
せ
ら
れ
候

間
可
書
写
之
由
申
候
て
借
用
仕
候

と
あ
り
、
ま
た
同
年
同
月
一
九
日
の
記
事
に
、

従
宇
土
殿
使
僧
預
候
、
今
度
御
出
勢
之
刻
於
所
々
同
陣
被
成
、

被
仰
談
事
本
望
之
由
也

と
あ
る
。
こ
の
と
き
、
素
丹
が
宇
士
殿
の
使
者
一
行
の
中
に
い
て

「
や
う
／
＼
懇
望
を
以
写
し
」
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
あ
る
「
使

僧
」
は
素
丹
自
身
か
も
し
れ
な
い
。
素
丹
は
入
道
で
あ
る
。
す
る
と
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山

何

第

五

十

六

日

こ

と

伝

ん

こ

た

へ

も

が

も

な

郭

公

「
或
人
」
と
は
上
井
覚
兼
覚
か
、
ま
た
は
川
上
久
隅
か
。

素
丹
の
注
に
は
、
京
に
お
け
る
紹
巴
講
釈
の
場
で
の
質
疑
応
答
の

あ
り
さ
ま
や
、
講
釈
と
『
連
歌
紹
巴
千
句
註
』
の
紹
巴
自
注
と
の
相

違
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、
紹
巴
や
素
丹
の
連
歌
観
を
探
る
―
つ
の

手
掛
か
り
に
な
る
。
ま
た
、
素
丹
の
古
典
や
有
職
故
実
に
対
す
る
関

心
や
知
識
の
深
さ
が
わ
か
る
個
所
も
あ
る
。
『
素
丹
発
句
』
の
前
書
に

「
源
氏
物
語
書
終
祝
の
会
に
」
と
あ
り
、
そ
の
書
写
も
し
て
い
る
。

素
丹
注
を
備
え
た
別
本
が
二
種
類
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
『
称
名
院
追
善
千
句
注
』
が
先
年
出
版
さ
れ
、

長
谷
川
千
尋
氏
が
「
素
丹
聞
書
『
称
名
院
追
善
千
句
注
』
」
と
し
て
そ

の
解
題
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
、
い
ず
れ
も
素
丹
注
を
備

え
た
『
称
名
院
追
善
千
句
注
』
・
同
大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵
本

『
紹
巴
千
句
注
』
•
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
連
歌
紹
巴
千
句
註
』
の
三
本

を
比
較
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
な
機
会

に
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

こ
こ
に
、
参
考
の
た
め
筆
者
が
翻
刻
を
試
み
た
『
連
歌
紹
巴
千
句

註
』
の
本
文
の
内
、
「
山
何
第
五
」
の
初
表
第
三
ま
で
を
書
き
抜
い
て

お
く
。
文
中
に
朱
書
し
て
あ
る
素
丹
の
注
は
【
素
丹
注
】
と
し
て
行

を
改
め
て
示
し
た
。
固
は
素
丹
注
が
記
入
さ
れ
て
い
る
大
体
の
位

置
で
あ
る
。

無
人
の
宿
に
か
よ
ハ
ゞ
、
時
鳥
わ
れ
世
の
中
に
住
佗
ぬ
と

よ
、
も
（
こ
と
ノ
誤
力
）
つ
て
ん
こ
た
へ
の
あ
ら
バ
と
云

か
け
た
る
心
也

【
素
丹
注
、
行
間
に
】

ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
山
時
鳥
コ
ト
ッ
テ
ン
我
世
中
二
住
ワ
ヒ
ヌ
卜

ヨ
、
此
野
ハ
仁
明
崩
シ
玉
フ
時
、
更
衣
ミ
ク
ニ
ノ
町
ヨ
メ

リ
、
又
、
ナ
キ
人
ノ
ヤ
ト
ニ
カ
ヨ
ハ
ゞ
郭
公
カ
ケ
テ
ネ
ニ

ノ
ミ
ナ
ク
ト
告
ナ
ン
、
二
首
ノ
心
也
、
称
名
公
ニ
コ
ト
ッ

テ
申
サ
ン
ニ
、
答
玉
フ
事
モ
カ
ナ
ト
也
、
巴
カ
ク
云
リ
、

此
自
注
筆
者
ノ
忘
却
力
、
二
首
ヲ
合
セ
タ
リ

む

か

し

を

忍

ふ

軒

の

た

ち

花

古
き
軒
端
な
と
に
有
物
也
、
昔
を
こ
め
り
‘
[
伊
物
]
五
月

待
花
橘
の
香
を
か
け
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
そ
す
る
、
む
か

し
を
し
た
ふ
折
節
、
時
鳥
を
き
け
る
成
へ
し

固

【
素
丹
注
】

橘
二
子
規
ヲ
聞
、
コ
ト
ッ
テ
ン
ト
也

端

ち

か

ミ

う

た

A

ね

し

夜

の

夢

覚

て

む
か
し
の
夢
覚
た
る
時
分
也
、
転
寝
の
夢
路
涼
し
き
秋
の

風
さ
む
る
枕
に
か
ほ
る
た
ち
花
後
鳥
羽
院
固

【
素
丹
注
】

第
三
二
夢
句
、
旅
ナ
ト
ナ
ラ
テ
大
事
也
、
常
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
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加
藤
消
正
と
素
丹

ス
ト
巴
云
リ

前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
素
丹
が
い
つ
連
歌
師
と
し
て
加
藤
清
正

に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
天
正
一
六
年
(
-
五

八
八
）
、
清
正
が
肥
後
半
国
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
間
も
な
く

の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
『
素
丹
発
句
』
の
前
書
を
見
る
と
、
遅
く
と
も
文

禄
・
慶
長
の
役
(
-
五
九
二
＼
）

た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
こ
ろ
に
は
清
正
の
も
と
に
あ
っ

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
小
西
行
長
が
失
脚
し
、
清
正
は
肥
後
一
国

を
領
す
る
よ
う
に
な
る
（
慶
長
六
年
・
一
六

0
0
)
。
翌
年
、
清
正
は

茶
臼
山
に
隈
本
新
城
の
建
設
に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
の
「
立
地
の
正

中
」
に
、
素
丹
は
清
正
に
祝
賀
の
狂
歌
を
捧
げ
て
い
る
。
『
拾
集
物

語
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
前
略
）
御
新
城
立
地
の
正
中
に
て
御
酒
を
被
成
御
祝
候
に
其

頃
桜
井
素
丹
と
申
連
歌
師
清
正
様
御
信
用
被
遊
候
仁
の
由
に
候

彼
素
丹
御
祝
の
狂
歌
を
被
差
上
候
由
に
候

き
り
／
＼
と
石
ひ
き
ま
は
す
茶
臼
山

て
き
に
加
藤
の
城
そ
と
り
け
る

右
の
狂
歌
を
ぼ
で
ん
の
木
の
枝
に
結
ひ
付
差
上
候
に
清
正
様
殊

外
御
機
嫌
能
悟
智
法
印
に
白
銀
百
枚
素
丹
に
同
十
枚
被
為
拝
領

慶
純

桜
井
素
丹
筆
」

候
由
に
候
其
脇
そ
た
ん
に
祖
父
木
椛
の
枝
に
貴
詠
を
御
付
候
御

事
は
い
か
様
の
訳
に
て
候
哉
と
相
尋
ら
れ
候
へ
は
御
祝
儀
に
は

彼
木
に
結
付
て
出
物
に
て
候
と
被
申
候
と
祖
父
亡
父
に
被
申
候

と
亡
父
被
申
聞
候

ま
た
『
清
正
勲
績
考
』
に
清
正
時
代
連
歌
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
又
桜
井
素
丹
と
申
て
九
州
に
隠
れ
も
な
き
歌
道
を
心

得
た
る
老
翁
熊
本
に
在
し
に
た
よ
り
て
連
歌
の
指
南
を
請
て
月

次
の
連
歌
の
会
方
々
に
在
た
り
、
又
笠
着
と
云
て
側
の
辻
に
夜

に
入
て
燈
を
立
、
一
間
程
に
幕
を
張
て
其
内
に
執
筆
一
人
居
て

発
句
一
句
し
て
出
て
吟
す
る
に
、
何
者
成
と
も
望
次
第
に
あ
ミ

笠
を
羞
、
顔
を
か
く
し
行
て
出
次
第
に
付
句
仕
候
（
後
略
）

こ
の
加
藤
時
代
の
連
歌
盛
行
は
『
素
丹
発
句
』
を
見
て
も
よ
く
分

か
る
。
発
句
の
前
書
に
清
正
関
係
の
人
物
が
多
数
登
場
す
る
（
後
述
）
。

慶
長
一
六
年
（
一
六
―
-
）
、
家
康
と
秀
頼
の
二
条
城
の
会
見
を
実

現
さ
せ
た
清
正
は
、
京
都
か
ら
熊
本
へ
下
国
の
途
中
発
病
し
、
六
月

ニ
四
日
熊
本
城
に
お
い
て
死
去
す
る
。
そ
の
翌
年
、
清
正
の
一
周
忌

仰

⑳

に
素
丹
は
清
正
追
善
の
連
歌
を
慶
純
と
両
吟
し
て
い
る
。
「
本
妙
寺

文
書
」
の
中
か
ら
初
表
だ
け
を
示
す
と
、

（
軸
外
題
）
「
御
一
周
忌
御
追
善
連
歌
百
韻

浄
池
院
殿
様
御
追
善

人
の
世
の
あ
た
く
ら
へ
す
る
一
葉
哉
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袖
に
こ
ほ
る
A

蓬
生
の
露

虫
の
音
を
聞
つ
A

更
る
月
を
見
て

す
A

し
き
野
へ
の
枕
か
ら
ま
し

岡
越
の
跡
や
遥
か
に
成
ぬ
ら
ん

山
よ
り
を
つ
る
風
の
こ
え
／
＼

半
天
に
時
雨
し
空
の
澄
残
り

暮
あ
へ
す
口
□

□

（
し
て
お
力
）
つ
る
月
の
影

慶
純
は
清
正
の
一
周
忌
当
時
、
熊
本
を
訪
れ
て
い
た
の
か
。
八
〇

歳
を
越
し
た
素
丹
が
京
に
出
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
な
お
、
こ

の
連
歌
は
『
連
歌
総
目
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
連
歌
と
、
前
に
挙
げ
た
「
石
山
世
尊
院
何
人
連
歌
」
は
、
い

ず
れ
も
「
素
丹
筆
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
外
に
素
丹
筆
と
し
て

⑳
 

『
肥
後
国
誌
』
に
、
「
桜
井
素
丹
か
書
た
る
短
冊
に
宗
祇
か
歌
と
て
、

肥
後
の
国
宇
土
の
小
島
や
裸
島
野
さ
か
芦
北
八
代
の
池
」
と
あ
る
。

素
丹
の
「
真
蹟
」
は
熊
本
に
他
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
素
丹
発
句
』
と
素
丹

『
素
丹
発
句
』
は
大
阪
天
満
宮
蔵
の
写
本
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
棚
町

知
弥
氏
に
よ
る
『
素
丹
発
句
』
の
翻
刻
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

棚
町
氏
は
本
書
を
「
各
処
の
年
月
日
の
害
き
入
れ
、
そ
し
て
筆
写

訂
正
の
模
様
な
ど
か
ら
、
編
者
に
よ
る
自
筆
稿
本
で
あ
り
、
あ
る
い

純 同 丹 同 純 同 素
丹

は
素
丹
の
筆
か
と
も
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
句
は
春
・
夏
・
秋
・

冬
に
分
け
ら
れ
、
計
七

0
0句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
各
句
に
置
か
れ
た
「
前
書
（
詞

書
）
」
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
情
報
が
得

ら
れ
、
素
丹
像
も
あ
る
程
度
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ま
ず
、
本
書
の
成
立
年
代
を
推
定
し
て
み
よ
う
。
年
月
が
記
さ
れ

て
い
る
前
書
で
最
も
新
し
い
句
は
、
五
五
五
（
棚
町
氏
が
翻
刻
に
付

さ
れ
た
発
句
の
通
し
番
号
、
以
下
同
じ
）
の
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇

九
）
九
月
、
素
丹
が
熊
本
の
お
歴
々
に
、
家
を
造
築
し
て
も
ら
っ
た

折
り
、
移
転
の
祝
い
の
連
歌
の
発
句
で
あ
る
。
ま
た
、
一
五
七
の
前

書
に
「
藤
崎
八
幡
佳
例
藤
の
御
連
歌
加
藤
清
正
公
御
代
作
」
と
あ
り
、

二
六
三
に
は
「
加
藤
肥
後
守
様
御
法
楽
に
」
と
あ
る
。
も
し
、
こ
の

発
句
集
成
立
の
時
点
で
清
正
が
亡
く
な
っ
て
い
た
な
ら
、
清
正
を

「
浄
池
院
様
」
「
浄
池
院
殿
様
」
な
ど
と
表
記
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
発
句
集
に
は
、
慶
長
―
二
年
(
-
六

0
七
）
に
亡
く
な
っ

た
加
藤
清
孝
（
清
正
の
息
）
の
追
善
の
句
(
-
四
六
）
を
は
じ
め
、

故
人
追
善
の
句
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
清
正
追
善
の
句

は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
発
句
集
は
慶
長
一
四
年
九
月

以
降
、
清
正
の
死
の
慶
長
一
六
年
(
-
六
―
一
）
六
月
以
前
に
成
立

し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
前
書
に
よ
り
、
素
丹
の
行
動
範
囲
や
人
物
と

の
交
際
関
係
が
知
ら
れ
る
。
句
は
加
悦
少
輔
入
道
素
丹
時
代
（
名
和

孝
顕
の
臣
下
時
代
）
を
含
め
て
の
発
句
で
あ
る
が
、
ま
ず
行
動
範
囲
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素
丹
は
天
正
三
年
の
上
洛
の
ほ
か
に
、
肥
後
国
を
し
ば
し
ば
出
て

い
る
。
筑
前
国
の
地
名
、
か
つ
ら
潟
・
苅
萱
の
関
・
箱
崎
・
染
河
・

聖
廟
（
太
宰
府
天
満
宮
）
な
ど
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
、
太
宰
府
天

満
宮
で
の
連
歌
会
に
出
座
し
た
折
り
の
訪
問
で
あ
ろ
う
か
。
ほ
か
に
、

芸
州
宮
嶋
（
広
島
県
）
・
防
州
滝
の
法
泉
寺
（
山
口
市
）
で
の
発
句
も

あ
る
。ま

た
、
肥
後
国
内
で
は
、
宇
土
お
よ
び
そ
の
近
辺
で
の
句
が
多
い
。

法
泉
寺
・
光
薗
寺
・
長
照
寺
・
轟
水
神
（
い
ず
れ
も
宇
土
市
）
な
ど
、

ま
た
、
下
益
城
郡
の
観
音
寺
（
富
合
町
）
・
木
原
神
主
会
（
同
）
・
木

原
天
神
（
同
）
•
吉
野
（
城
南
町
隈
庄
）
・
霊
山
寺
（
同
）
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
吉
松
（
植
木
町
）
で
の
句
も
あ
る
。
熊
本
市
周
辺
も
多

い
。
と
く
に
目
に
つ
く
の
は
高
瀬
（
玉
名
市
）
で
あ
る
。
八
句
が
高

瀬
関
係
の
句
で
あ
る
。
―
二
七
の
前
善
に
「
急
閑
（
急
幹
の
誤
り
か
）

宇
士
へ
行
侍
る
と
て
隈
本
府
中
慶
作
所
に
一
宿
し
て
帰
る
さ
に
又
彼

所
に
来
た
り
し
時
の
連
研
に
」
と
あ
る
。
ど
こ
か
ら
宇
土
へ
赴
い
た

と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
隈
本
に
一
泊
中
宿
り
し
て
い
る
の
で
、

距
離
か
ら
い
え
ば
高
瀬
も
考
え
ら
れ
る
。
素
丹
は
一
時
高
瀬
に
住
ん

で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
書
に
登
場
す
る
人
物
を
見
る
と
、
名
和
家
・
加
藤
家
・
島
津
家
・

相
良
家
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
人
々
と
素
丹
と
の
関
係
や
、
当
時
の
歴
史
の
一
断
片
も
見
え
て
く

か
ら
見
て
い
こ
う
。

る
。
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

一
六
世
紀
の
後
半
、
島
津
氏
と
相
良
氏
は
、
肥
後
南
部
の
支
配
権

を
巡
っ
て
し
ば
し
ば
干
文
を
交
え
る
。
天
正
九
年
(
-
五
八
一
）
、
相

良
義
陽
は
水
俣
城
の
戦
い
で
島
津
義
久
に
降
伏
し
、
義
久
は
肥
後
南

部
の
実
権
を
収
め
る
。
同
じ
年
、
義
久
の
要
請
で
、
義
陽
は
気
が
進

ま
な
い
ま
ま
響
ケ
原
（
益
城
郡
）
で
甲
斐
宗
運
と
戦
い
敗
死
す
る
。
天

正
―
一
年
(
-
五
八
三
）
、
義
久
は
八
代
を
支
配
し
、
相
良
氏
は
人
吉

に
退
く
。
義
久
に
球
磨
・
人
吉
は
安
堵
さ
れ
た
も
の
の
、
相
良
氏
は

権
力
者
義
久
に
対
し
怨
恨
と
迎
合
の
複
雑
な
気
持
ち
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

四
三
六
に
、
「
島
津
義
久
公
御
不
例
の
時
分
相
良
宮
内
少
輔
頼
房

為
御
立
願
一
万
句
御
興
行
に
萩
の
題
を
」
と
の
前
書
に
、
「
萩
の
莱
や

あ
さ
夕
風
の
思
ひ
草
」
と
い
う
句
が
あ
る
。

天
正
―
一
年
(
-
五
八
三
）
正
月
、
義
久
は
大
病
を
患
う
。
そ
の

病
気
平
癒
祈
願
の
た
め
、
相
良
義
陽
の
長
男
忠
房
は
一
万
句
連
歌
を

張
行
す
る
。
忠
房
は
そ
の
時
わ
ず
か
―
二
歳
、
み
ず
か
ら
一
万
句
張

行
が
で
き
た
と
は
思
え
な
い
。
背
後
に
補
佐
す
る
ブ
レ
イ
ン
が
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
素
丹
の
前
書
に
は
「
頼
房
」
と
あ
る
が
、
素
丹
の
記

憶
違
い
と
思
わ
れ
る
。
相
良
宮
内
少
輔
頼
房
は
忠
房
の
弟
四
郎
次
郎

で
あ
り
（
忠
房
は
四
郎
太
郎
）
、
兄
忠
房
が
天
正
一
三
年
(
-
五
八
五
）
、

一
四
歳
で
夭
折
し
た
折
り
家
督
を
継
い
だ
相
良
長
毎
で
あ
る
。

前
記
の
素
丹
の
四
三
六
の
句
は
、
「
萩
」
の
題
で
忠
房
の
要
請
を
受
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一
万
句
の
う
ち
の
―
つ
の
百
韻
を
発
句
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
忠

房
は
さ
ま
ざ
ま
の
人
物
に
発
句
を
頼
ん
だ
ら
し
い
。

『
上
井
覚
兼
日
記
』
天
正
―
一
年
―
一
月
一
八
日
に
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

太
守
様
（
義
久
）
御
養
性
気
之
刻
、
一
万
句
之
御
願
忠
房
（
相

良
）
被
立
候
、
然
者
成
就
有
度
企
候
、
発
句
一
頼
之
由
也
、
題

持
せ
ら
れ
候
、
桜
に
て
候
、
乍
勘
酌
思
案
可
仕
之
由
、
返
答
申

候
也

す
な
わ
ち
、
忠
房
は
覚
兼
に
も
「
桜
」
の
題
で
発
句
を
依
頼
し
た
の

で
あ
る
。
覚
兼
も
連
歌
に
執
心
し
て
い
る
武
将
で
あ
っ
た
。
あ
る
夜
、

紹
巴
が
薩
摩
に
や
っ
て
来
て
、
共
に
連
歌
の
席
を
囲
ん
だ
と
い
う
夢

を
見
て
い
る
（
『
上
井
覚
兼
日
記
』
天
正
一
四
年
六
月
五
日
）
。

一
巻
の
発
句
を
依
頼
さ
れ
た
素
丹
は
、
そ
の
頃
は
す
で
に
連
歌
巧

者
と
し
て
近
辺
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
三
八
の
前
書
に
「
薩
摩
衆
吉
松
に
御
陣
の
折
節
歴
々
の
衆
閾
と

り
に
て
月
待
の
夜
興
行
」
と
あ
り
、
「
雲
に
吹
て
風
も
月
ま
つ
高
根

哉

」

の

句

が

あ

る

。

．

天
正
―
二
年
(
-
五
八
四
）
九
月
一
三
日
、
肥
後
に
進
攻
し
た
島

津
義
久
は
北
行
し
、
吉
松
（
鹿
本
郡
植
木
町
）
に
陣
を
取
る
。
同
一

四
日
の
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
、
「
宇
土
殿
（
孝
顕
）
・
城
殿
よ
り
着

陣
祝
言
、
自
身
被
来
す
れ
共
、
先
々
繁
多
た
る
へ
く
候
間
被
仰
述
之

由
、
同
名
衆
に
て
承
候
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
、
素
丹
も
宇
士
殿
一

t
、
，
 

行
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
お
り
、
連
歌
で
高
名
な
素

丹
を
囲
み
、
薩
摩
の
「
歴
々
の
衆
」
が
連
歌
興
行
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
は
こ
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

四
二
六
に
「
島
津
家
久
公
に
て
」
と
あ
り
、
「
秋
の
野
や
人
の
心
の

花
さ
か
り
」
の
句
が
あ
る
。

家
久
は
島
津
が
治
め
て
い
た
八
代
に
し
ば
し
ば
来
て
い
る
（
例
え

ば
天
正
―
一
年
九
月
）
。
ま
た
、
「
宇
士
殿
」
の
使
者
も
八
代
を
し
ば

し
ば
訪
れ
て
い
る
（
『
上
井
覚
兼
日
記
』
）
。
素
丹
は
八
代
で
家
久
に
会

い
、
京
で
同
座
し
た
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
連
歌
を
興
行
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

次
に
加
藤
家
関
係
の
人
々
と
の
交
渉
を
見
て
み
よ
う
。
素
丹
は
加

藤
家
で
連
歌
指
導
者
と
し
て
敬
愛
を
集
め
て
い
た
ら
し
く
、
歴
々
の

人
々
か
ら
家
を
新
築
し
て
も
ら
っ
て
（
前
述
）
、
「
諸
人
の
め
く
み
や

千
々
の
宿
の
秋
」
と
発
句
し
て
い
る
（
五
五
五
）
。
前
書
に
登
場
す
る

加
藤
家
中
の
人
物
は
多
い
が
、
例
と
し
て
そ
の
中
の
三
人
を
と
り
あ

げ
て
み
る
。

加
藤
主
計
頭
清
孝
一
四
六
に
登
場

慶
長
―
二
(
-
六

0
七
）
没
。
行
年
九
歳
。
清
正
の
二
男
。
幼

名
熊
之
助
、
名
は
忠
正
。
将
軍
徳
川
秀
忠
か
ら
「
忠
」
の
一
字

を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
清
孝
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
「
忠
正
」
に
な
る
前
の
、
元
の
名
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
清
孝
j

と
い
う
名
は
、
管
見
に
入
っ
た
加
藤
家
系
図
や
関
係
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書
類
に
見
出
せ
な
い
。
「
加
藤
主
計
頭
清
孝
公
九
歳
の
御
時
江

戸
に
て
御
他
界
御
追
善
」
と
い
う
前
書
が
あ
り
、
「
咲
そ
む
る
花

に
恨
の
あ
ら
し
哉
」
と
発
句
し
て
い
る
。

斎
藤
伊
豆
守
利
宗
四

0
二
0
四
四
八
二
五
三
一
六
八
五
に
登

場。

五
千
石
。
先
手
二
番
組
備
頭
。
明
智
光
秀
の
重
臣
斎
藤
利
三
の

子
。
春
日
局
の
兄
。
四

0
に
「
斎
藤
伊
豆
守
利
宗
高
麗
よ
り
帰

朝
の
連
研
二
」
と
い
う
前
書
に
「
さ
か
ふ
る
や
立
か
へ
る
宿
の

梅
の
花
」
と
発
句
。
清
正
の
死
後
浪
人
に
な
る
。
寛
永
六
年
（
一

六
二
九
）
春
日
局
の
縁
で
家
光
に
仕
え
五
千
石
を
賜
る
。
加
藤

家
改
易
後
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四

0
)
江
戸
に
下
っ
た
加
藤

正
方
・
西
山
宗
因
・
玄
的
と
と
も
に
百
韻
を
張
行
。

加
藤
清
左
衛
門
尉
三
正
二
五
三
五
五
八
に
登
場
。

幼
名
清
六
、
右
馬
允
正
方
、
風
庵
。
二
万
一
六
石
、
内
牧
城
代
、

八
代
城
代
。
西
村
宗
因
の
旧
主
。
「
正
方
」
が
「
三
正
」
と
表
記

さ
れ
た
文
書
は
『
素
丹
発
句
』
と
大
阪
天
満
宮
が
所
蔵
す
る
、

元
和
八
年
(
-
六
二
二
）
張
行
の
連
歌
で
あ
る
（
『
連
歌
総
目
録
』
）
。

そ
の
座
に
宗
因
も
豊
一
の
名
で
（
当
時
一
八
歳
）
同
席
し
て
い
る
。

そ
の
他
は
見
か
け
な
い
。
正
方
は
「
三
正
」
と
名
乗
っ
た
と
き

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
五
五
八
に
「
加
藤
清
左
衛
門
尉
三
正

病
患
本
復
二
立
願
成
就
と
て
以
竹
所
望
」
と
あ
っ
て
「
心
地
よ

く
月
も
澄
け
る
御
池
哉
」
と
発
句
し
て
い
る
。

次
に
熊
本
の
藤
崎
八
描
宮
で
行
わ
れ
て
い
た
連
歌
に
つ
い
て
す
こ

し
く
わ
し
く
述
べ
る
。
一
五
七
・
一
五
八
の
前
書
に
「
藤
崎
八
幡
佳

例
藤
の
御
連
奸
加
藤
清
正
公
御
代
作
」
と
あ
り
、
「
藤
並
の
な
み
に
思

は
ぬ
盛
か
な
」
「
松
高
し
世
々
に
咲
の
ほ
れ
藤
の
花
」
、
さ
ら
に
藤
の

句
が
四
句
つ
づ
く
。
ま
た
、
二
五
四
・
ニ
九
一
に
「
八
幡
宮
夏
連
寄

作
代
」
「
藤
崎
八
幡
宮
夏
連
軒
艤
濫
」
と
あ
り
「
紅
莱
せ
よ
木
々
に
時

雨
る
A

蝉
の
声
」
「
松
に
藤
あ
ひ
お
も
ふ
枝
の
茂
り
哉
」
と
い
う
句
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
句
に
詠
ま
れ
た
「
松
」
は
、
清
正
の
主
人
秀
吉
を

象
徴
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
松
」
は
秀
吉
の
連
歌
名
（
一
字
名
）
で

あ
る
。藤

崎
八
脂
宮
で
は
大
切
な
年
中
行
事
と
し
て
「
藤
連
歌
」
と
「
夏

連
歌
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
夏
連
歌
は
特
に
千
旬
張
行
の
大
き
な
連

歌
行
事
で
あ
っ
た
。

⑳
 

「
藤
崎
八
幡
宮
文
書
」
の
中
に
、
加
藤
家
改
易
（
寛
永
九
年
六
月
）
、

細
川
忠
利
肥
後
入
国
（
同
―
二
月
九
日
）
の
直
後
、
寛
永
一

0
年

（
一
六
三
三
）
正
月
一
九
日
、
細
川
家
臣
に
宛
て
た
藤
崎
宮
の
書
上

が
あ
る
。

八
幡
藤
崎
宮
祭
次
第
の
事

（
前
略
）

一
、
三
月
十
五
日
藤
連
歌
、
当
社
者
藤
を
以
神
霊
の
地
と
す
る

の
間
、
藤
の
御
発
句
御
座
候
、
此
会
第
一
の
祭
礼
也
、
上
古

已
来
御
発
句
は
国
の
か
ミ
、
不
然
則
国
主
御
作
（
名
代
）
御
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寛
永
十
年
正
月
十
九
日

宗
俊
（
花
押
）

国
遠
道
倫
殿

小
崎
与
次
兵
衛
殿

神
足
三
郎
左
衛
門
殿

す
な
わ
ち
、
「
藤
連
歌
」
「
夏
連
歌
」
は
そ
の
時
の
国
主
ま
た
は
そ
の

代
理
の
者
が
発
句
を
詠
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
「
夏
連
歌
」

は
、
「
前
代
」
は
藤
崎
八
膳
宮
の
関
係
者
が
行
う
千
句
興
行
で
あ
っ
た

も
の
が
二
千
句
に
な
り
、
千
句
は
藤
崎
八
廂
宮
の
寺
社
で
つ
と
め
、

行
藤
左
近
太
夫

二
郎
丸
蔵
人
太
夫能

治
（
花
押
）

発
句
、
右
の
御
会
つ
と
め
来
衆
者
、
弥
勒
寺
・
妙
楽
寺
・
三

郎
丸
（
蔵
人
太
夫
）
・
行
藤
（
左
近
太
夫
）
、
此
四
人
に
て
年
々

上
下
致
執
行
候

一
、
四
月
十
五
日
一
夏
二
千
句
の
巻
頭
ハ
是
も
藤
の
御
発
句

二
同
、
は
し
め
千
句
者
寺
社
興
行
、
千
句
は
武
家
ヨ
リ
也
、

前
代
は
寺
社
の
ミ
ニ
て
千
句
致
執
行
也

一
、
五
月
五
日
御
田
植

一
、
六
月
廿
九
日
夏
祓
御
祓

一
、
七
月
七
日
千
句
の
連
歌
終
テ
歌

（
中
略
）

以
上

千
句
は
「
武
家
」
が
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
九
一
の
前
書
に

「
藤
崎
八
幡
宮
夏
連
班
濫
崩
」
と
あ
る
が
、
こ
の
武
家
連
歌
は
加
藤

清
正
が
、
素
丹
の
す
す
め
で
始
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ

こ
に
は
、
連
歌
好
き
の
清
正
の
鈴
々
た
る
家
臣
た
ち
が
集
ま
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

藤
崎
宮
の
連
歌
は
江
戸
時
代
後
期
ま
で
続
い
て
い
た
。
し
か
し
こ

の
こ
ろ
に
は
武
家
連
歌
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
前
の
文
書
か

ら
二

0
0年
後
の
『
天
保
六
歳
次
乙
未
記
録
』
（
藤
崎
八
購
宮
文
書
・

一
八
三
五
）
の
三
月
の
記
録
に
「
一
、
十
二
日
藤
御
連
歌
仕
継
妙
楽

寺
也
、
昼
飯
よ
せ
豆
腐
、
引
肴
一
種
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
ま
た
、

一
月
の
記
事
に
「
夏
中
連
歌
御
出
題
」
と
し
て
「
第
一
首
夏
藤
第

二
日
吉
祭
第
三
玉
巻
慈
第
四
薬
玉
第
五
青
梅
第
六
夏
月

第

七

田

植

第

八

末

摘

花

第

九

羽

抜

鳥

第

十

大

白

星

正

月

廿
七
日
御
題
配
分
致
し
候
事
」
と
あ
り
、
年
中
の
重
要
行
事
と
し
て

早
く
か
ら
準
備
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
五
月
八
日

に
は
稽
古
連
歌
が
行
わ
れ
、
同
一
七
日
に
「
夏
中
御
連
歌
」
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
連
歌
興
行
は
「
御
連
歌
屋
（
連
歌
堂
）
」
で

行
わ
れ
た
。
連
歌
屋
を
瓦
葺
き
に
す
る
相
談
や
修
理
の
記
録
も
あ
る
。

『
素
丹
発
句
』
前
書
に
は
歴
史
の
資
料
と
し
て
興
味
深
い
事
柄
が
ま

だ
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ま
で
、
限
ら
れ
た
文
献
を
基
に
し
て
、
余
談
に
も
触
れ
な
が

ら
、
肥
後
の
連
歌
師
桜
井
素
丹
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
き
た
。
文
中
、

余
説
と
し
て
素
丹
の
生
年
の
仮
説
、
「
八
代
住
」
説
・
「
家
久
と
同
行
」

説
な
ど
へ
の
疑
問
、
藤
崎
八
藩
宮
連
歌
の
「
武
家
」
連
歌
の
濫
腸
な

ど
、
私
見
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
史
料
・
資
料
が
不
足
で
十
分
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
今
後
新
し
い
史
料
・
資
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

今
回
は
素
丹
の
紹
介
に
重
き
を
お
い
た
の
で
、
文
も
な
る
べ
く
簡

潔
を
心
掛
け
た
。
『
家
久
君
上
京
日
記
』
・
『
連
奸
紹
巴
千
句
註
』
．

『
素
丹
発
句
』
と
素
丹
の
関
係
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
追
究
は
稿
を

改
め
て
行
い
た
い
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
『
連
班
紹
巴
千
句
註
』

の
全
文
の
翻
刻
を
発
表
し
た
い
。

名
和
氏
の
一
族
と
し
て
動
乱
の
時
代
を
生
き
、
ま
た
九
州
き
っ
て

の
連
歌
師
と
し
て
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
き
た
素
丹
に
つ
い
て
、
地

元
の
熊
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
の

拙
文
に
よ
っ
て
桜
井
素
丹
に
つ
い
て
関
心
が
少
し
で
も
喚
起
で
き
れ

ば
、
筆
者
に
と
っ
て
幸
せ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

【注】

①
宗
祇
の
九
州
歴
訪
の
政
治
的
、
文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
川
添
昭
二

『
中
世
九
州
の
政
治
・
文
化
史
』
（
海
鳥
社
、
二

0
0
三
）
参
照
。
な
お
、

拙
文
の
歴
史
的
な
記
述
に
は
、
こ
の
書
の
外
に
『
國
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘

文
社
）
・
荒
木
栄
司
『
年
表
肥
後
戦
国
史
』
（
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
社
、
昭
和
六

0
)
な
ど
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

②
『
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
二
』
（
熊
本
県
、
昭
和
三
八
）
九
四
・
一
―
二

頁
。
米
田
家
は
細
川
家
と
同
じ
く
、
元
足
利
幕
臣
。
後
細
川
家
の
重
臣
と

な
る
。

③
『
続
撰
清
正
記
』
は
梶
原
某
編
。
貞
享
頃
（
一
六
八
四
S
八
七
）
成
立
。
武

藤
厳
男
編
『
肥
後
文
献
叢
書
（
二
）
』
（
歴
史
図
書
社
、
昭
和
四
六
復
刻
）

―
二
四
頁

④
『
清
正
勲
績
考
』
は
黒
木
石
水
（
貞
中
）
編
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

六
月
の
自
序
が
あ
る
。
八
代
本
成
寺
蔵
。
歴
史
図
書
社
よ
り
本
妙
寺
宝
物

館
発
行
の
翻
刻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
五
五
年
）

⑮
「
翻
刻
『
素
丹
発
句
』

I
肥
後
連
歌
史
料
の
う
ち
、
桜
井
素
丹
史
料
(
-
)

|
」
（
『
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
四
。
昭
和
四
三
）
。
以
下
『
素
丹

発
句
』
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
こ
の
論
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

『
素
丹
発
句
』
は
大
阪
天
満
宮
蔵
。
西
山
宗
因
が
所
持
し
て
い
た
可
能
性

も
あ
り
、
そ
う
す
る
と
宗
因
が
肥
後
か
ら
持
参
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ

る。

＠
「
素
丹
聞
書
『
称
名
院
追
善
千
句
注
』
」
は
『
京
都
大
学
蔵
貴
重
連
歌
資
料

集
第
六
巻
』
（
臨
川
書
店
、
二

0
0
二
）
の
解
題
。

⑦
『
談
林
叢
談
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）

⑧
武
藤
厳
男
編
『
肥
後
文
献
叢
書
(
-
)
』
（
歴
史
図
書
社
、
昭
四
六
）
二
三

九
・
ニ
四
二
頁

-52 -



⑬
千
葉
琢
穂
『
新
編
日
本
姓
氏
辞
典
』
（
展
望
社
一
九
九
七
）

⑩
『
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
三
』
（
熊
本
県
、
昭
和
三
八
）
一
七
八
頁

仰
『
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
三
』
四

S
五
頁

⑬
「
拾
集
物
語
」
。
渡
辺
玄
察
編
著
。
『
肥
後
文
献
叢
書
四
』
四
六

0
頁
。
玄

察
は
寛
永
九
年
(
-
六
三
二
）
生
、
没
年
不
詳
。
肥
後
国
上
益
城
郡
早
川

村
の
三
社
神
社
神
官
。

⑬
玉
里
文
庫
本
。
「
鹿
児
島
県
史
料
拾
遺
」
刊
行
会
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

日
本
史
研
究
室
）
。
以
下
、
日
記
本
文
の
引
用
は
こ
の
資
料
に
よ
り
、
『
鹿

児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編
』
（
鹿
児
島
県
）
所
収
の
も
の
も
参
考
に
し

た。

仙
島
津
中
書
家
久
。
島
津
中
務
大
輔
家
久
。
中
書
は
中
務
の
唐
名
。
天
文
一

六
年
(
-
五
四
七
）

S
天
正
一
五
年
(
-
五
八
七
）
。
義
久
の
弟
。

⑮
『
雑
花
錦
語
集
』
第
一
五
五
巻
。
加
々
美
紅
星
子
（
又
兵
衛
）
編
。
一
五

二
冊
が
現
存
。
明
和
（
一
七
六
四
＼
七
二
）
頃
成
立
。
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
。

⑯
三
条
西
公
条
（
き
ん
え
だ
）
。
文
明
二
年
(
-
四
八
七
）
＼
永
禄
六
年
（
一

五
六
三
）
。
右
大
臣
を
勤
め
、
ま
た
三
条
西
家
の
古
典
学
を
継
承
伝
授
し
、

当
時
の
公
家
や
武
士
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
公
条
の
子
実
枝

（
さ
ね
き
）
は
細
川
藤
孝
に
「
古
今
伝
授
」
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。

仰
成
田
左
金
吾
泰
親
。
生
没
年
未
詳
。
武
蔵
の
国
忍
（
お
し
）
城
主
成
田
下

総
守
氏
長
の
縁
者
（
弟
か
）
。
左
金
吾
は
左
衛
門
の
唐
名
。
『
続
群
書
類
従
』

武
家
部
所
載
の
成
田
氏
系
図
で
は
左
衛
門
尉
と
な
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
行

田
市
に
忍
城
址
が
あ
る
。

⑯
北
大
炊
大
夫
行
豊
。
名
和
顕
孝
の
家
臣
。
伝
未
詳
。

⑲
『
上
井
覚
兼
日
記
』
。
「
伊
勢
守
日
記
」
と
も
。
天
正
二
＼
一
四
年
の
記
述
。

『
大
日
本
古
記
録
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
）
所
収
。

上
井
覚
兼
（
天
文
一
四
年
・
一
五
四
五
＼
天
正
一
七
年
・
一
五
八
九
）
。
上

井
伊
勢
守
と
も
。
通
称
神
五
郎
、
神
左
衛
門
。
島
津
家
臣
。
義
久
の
奏
者
、

後
家
老
に
な
る
。
文
芸
の
嗜
み
が
深
か
っ
た
。

⑳
川
上
上
州
（
久
隅
）
。
生
没
年
未
詳
。
島
津
家
臣
。
島
津
義
久
の
家
老
を
務

め
た
。
一
五
七

0
年
代
に
吉
野
牧
を
開
き
、
多
く
の
名
馬
を
産
し
た
。

仰
慶
純
。
紹
巴
門
の
連
歌
師
。
屋
号
橘
屋
。
生
没
年
未
詳
。

8
『
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
三
』
一
七
八
頁

⑳
『
肥
後
国
誌
下
』
宇
士
郡
（
森
本
一
瑞
、
後
藤
是
山
編
昭
和
五
九
年
復

刻
青
潮
社
）
三
七
頁

⑳
『
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
三
』
―
ニ
―
頁

小
崎
与
次
郎
・
神
足
三
郎
左
衛
門
は
い
ず
れ
も
細
川
忠
利
の
臣
、
二
百
石

（
松
本
寿
三
郎
編
『
肥
後
細
川
家
侍
帳
』
細
川
藩
政
史
研
究
会
、
一
九
八

0
)

七
頁
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